
 

会議録 

 

１ 会 議 名 令和４年度第３回木更津市環境審議会 

２ 開催日時 令和５年２月１６日（木）午後２時００分から午後３時３０分まで 

３ 開催場所 木更津市役所 駅前庁舎 ８階 防災室・会議室 

４ 出席者名 

委員：神田豊彦、白坂英義、渡辺厚子、大日方信幸、手塚一郎、冨沢道博、山口仁、 

湯谷賢太郎、石渡肇、市川悟、八塚里加、山口和江、吉田昌弘、荒井仁、井上宣之、 

木原栄二 

事務局：植野博（環境部長）、平野幸子（保全係長）、柴田航介（保全係）、栗原慎一郎

（政策係長）、平野悟（政策係） 

事業者：山本所長、稲村（株式会社日本環境工学設計事務所） 

５ 議題等及び公開又は非公開の別 

・木更津市地球温暖化対策実行計画の策定について（公開） 

・その他  

６ 傍聴人 ０名（定員５名） 

７ 発言の内容以下のとおり 

  



【司会】 

本日はお忙しい中、委員の皆様におかれましては、環境審議会にご出席いただき、誠にあ

りがとうございます。 

それでは、只今から、令和４年度第３回木更津市環境審議会を開催いたします。 

私、本日の司会を務めさせていただきます、環境政策課 政策係長の栗原 と申します。よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、早速、次第にそって始めさせていただきます。 

 はじめに、開催にあたりまして、神田会長からご挨拶を賜りたいと存じます。神田会長、

よろしくお願いいたします。 

 

【神田会長】 

委員の皆様、こんにちは。会長の神田でございます。 

本日はお忙しいところ、委員の皆様におかれましては、ご出席賜りましてありがとうござ

います。 

本審議会は、昨年の６月２３日に第１回、１１月１０日に第２回を開催し、第２回におい

ては、「木更津市地球温暖化対策実行計画」の素案につきまして、委員の皆様から多数のご

意見をいただきました。 

このたび皆様から、いただいたご意見、パブリックコメントにおける意見をもとに修正を

おこない、計画の公表に向けた審議をいたしたいということで、先般、市長から第３回目の

環境審議会の開催依頼がございました。 

その依頼を受け、委員の皆様にお知らせをいたしましたところ、本日ご出席を賜り、会議

開催の運びとなりました。 

この後、計画について事務局の説明を受けることとなっておりますので、委員の皆様には、

慎重審議と会議の円滑な運営のご協力をお願いして、私からの挨拶とさせていただきます。 

どうぞよろしくお願いします。 

 

【司会】 

ありがとうございました。 

 続きまして、議題に入る前に、本日の資料を確認させていただきます。 

お席に、配布資料一覧がございまして、次第、名簿を置いてございます。 

また、先日、郵送させていただきましたカラーの「木更津市地球温暖化対策実行計画 素

案」が資料となります。 

過不足がございましたらお知らせ下さい。 

 



【司会】 

次に、会議の公開について説明させていただきます。 

本日の審議会は、木更津市審議会等の会議の公開に関する条例第３条の規定により公開と

なっております。 

また、会議録につきましても、市のホームページ及び木更津市役所朝日庁舎の行政資料室

において、公開することとなっておりますので、あらかじめご承知おき下さいますようお願

いいたします。 

現在のところ、傍聴人はおりませんが、あとでお見えになった場合には、その都度、入室

できるものとなりますので、ご承知おきくださいますようお願いいたします。 

それでは、只今から、令和４年度第３回木更津市環境審議会を開催いたします。 

本日の審議会は、委員１８名中、１６名のご出席をいただいており、過半数に達しており

ますので、「木更津市環境審議会規則」第３条第２項の規定により会議は成立しております。 

では、審議会規則第３条第１項の規定によりまして、ここからは会長に議事進行をお願い

いたします。 

神田会長、よろしくお願いします。 

 

【会長】 

それでは、会議を始めます。 

皆様のご協力をいただきまして、会議を円滑に進めて参りたいと思いますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

では、はじめに、「木更津市審議会等の会議の公開に関する条例施行規則」第６条の規定

により、会議録確認委員を１名選出したいと思いますが、いかがいたしましょうか。 

意見が無いようですので、会長一任でよろしいでしょうか。 

ありがとうございます。「異議なし」との声がありましたので、私から指名させていただ

きます。 

本日の会議録確認委員は、手塚 (てづか)委員にお願いしたいと思います。よろしくお願

いします。 

それでは、早速議事に入りたいと思います。 

次第にございますとおり、「木更津市地球温暖化対策実行計画の策定について」を議題に

供します。 

事務局から説明をお願いします。 

 

 



【事務局】 

事務局より説明いたします。 

まず、初めにですが、本、地球温暖化対策実行計画の策定に当たっては、前回に引き続き

調査、目標の設定等に専門的な知識と経験が必要となります。 

そのため、今回、専門業者に計画の策定の委託を行っております。 

つきましては、受託事業者である日本環境工学設計事務所の出席を求めたいと思いますが、

よろしいでしょうか？ 

 

【会長】 

ただいま、事務局より関係者の出席が求められましたが、木更津市環境審議会運営要領第

２条により、必要であると認めたいと思います。 

 

【事務局】 

それでは、事業者を入室させます。 

 

事業者より連絡があり、２０分程度到着が遅れる旨の報告がございました。つきましては、

先に、事務局よりその他の部分について、説明いたしたいと思います。 

 

事務局より事務連絡です。 

まず、１点目報告です。 

令和４年６月２３日に第１回木更津市環境審議会を開催し、（仮称）千葉袖ケ浦天然ガス

発電所建設計画 環境影響評価準備書に対する市長意見について、審議を行い、県へ提出を

行ったところです。 

環境影響評価の手続きを事業者は進めていたところですが、令和４年１１月１１日に、事

業者より、「対象事業の内容を修正する必要性が生じたため、経済産業大臣、千葉県知事、

袖ケ浦市長、市原市長及び木更津市長に準備書の取り下げを願い出ることといたしました。」

と環境影響評価準備書の取り下げの報告がありました。 

また、同時に、今後について、「同地点において復水器冷却方式を空気冷却方式に修正し

た上で、天然ガス火力発電所の開発検討を進めてまいります。」と併せて報告がありました。 

現時点では、これ以上の発表等は無い状況であり、今後についてはまだお示しできない状

況ではありますが、報告事項とさせていただきます。 

次に２点目、環境審議会委員の来期の募集についてお知らせです。 

現在、令和 5年４月１日から令和７年３月３１日までの２年間について、公募により２名



募集を現在行っております。 

広報きさらづ２月号及び市公式ホームページ等に応募方法を掲載しておりますので、是非、

ご応募をお願いできればと存じます。 

募集期間は２月２７日までとなっておりますので、ご留意ください。 

以上が報告となります。 

 

続きまして、受託者がまだ到着しておりませんので、事務局が代わりに計画の内容につい

て説明いたします。 

 それでは、事務局よりこれまでの経過について説明いたします。 

特に資料などはございません。 

本計画については、令和４年１１月１０日に第２回木更津市環境審議会で委員の皆様のご

意見を頂戴したところです。 

その後、頂いたご意見を反映し、１２月１２日に木更津市議会における低炭素社会調査特

別委員会へ、同月１４日には、議員全員協議会へ計画（素案）の内容を報告しました。 

その後、１２月１５日から令和５年１月１３日まで、意見公募を行いました。意見公募に

おいては、３件のご意見を頂戴したところです。 

先日、２月３日に第２回庁内地球温暖化対策推進会議へ計画の公表に向けた報告を行い、

本日、最終案をお示しするにいたっております。 

本日は、前回第２回環境審議会において、お示しした計画書からの変更点について受託事

業者より説明いたします。 

 

計画書の説明に入る前に、先に修正点についてお伝えします。計画書３５ページ 具体的

な取り組みの中で、1つ目の文章の中段の部分でワードのエラーが起きておりますが、こち

らは修正を行っております。ページ数は３７ページの身近な省エネ活動のページが表示され

るようになっております。 

また、同３５ページ下のコラムの本文において、暖房１５．９％のあと、給油となってお

りますが、給湯に修正を行っております。 

続いて４９ページ、コラムにおいて見出しの部分で、脱案となっておりますが、こちらは

脱炭素の誤りのため、修正を行っております。 

 事務局からの修正については以上です。 

 

 続きまして、計画書の詳細について、説明いたします。 

 前回の審議会からの変更点について説明いたします。 



まず、表紙をめくった目次について、今回計画の目次構成については、目次の２枚目の木

更津市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）のうち、第５章分類別取り組みの記載漏れが

あったため、修正を行いました。また、資料編についても追加を行っています。内容につい

ては後程説明いたします。 

２ページをご覧ください。 

今回の修正にあたり、現行の計画と同様に、各章にこのような表紙を入れ、章の中の項目

を記載しました。 

３ページに移動します。 

今回の修正での全体的なものとして、まず、第１章や見出しの部分など、項目のフォント

サイズや色見の変更を行いました。また、計画本文のフォントについても、HG丸ゴシックか

ら BIZUDPゴシックへ変更しています。 

次のページに移動します。１－２ 地球温暖化対策の動向について、パブリックコメント

にて COP26、COP27 の結果についての記載を追加することを提案されました。妥当なご指摘

であると判断したため、本文３段落目、このような中、２０２１年（令和３年）にイギリス・

グラスゴーで開催されたＣＯＰ２６（第２６回締約国会議）では、パリ協定の目標達成が極

めて困難であることが示され、「今世紀末までの世界平均気温上昇を１.５℃未満以内に抑え

る努力を追求していくこと」が盛り込まれた「グラスゴー気候合意」が採択されました。ま

た、２０２２年（令和４年）にエジプト・シャルム・エル・シェイクで開催されたＣＯＰ２

７（第２７回締約国会議）では、気候変動対策の各分野における取り組みの強化を求める全

体決定である「シャルム・エル・シェイク実施計画」、２０３０年までの緩和の野心と実施

を向上するための「緩和作業計画」が採択されました。という内容を追記しました。 

６ページに移動します。1-3木更津市の取り組みについて、現行の計画において記載があ

ること、計画の前提としての記載することが必要であると判断したため、内容を追記いたし

ました。 

まず１点目に、５段落目、２０２０年（令和２年）３月には、温対法第１９条に基づき、

市民や市内事業者、市の各主体が共に取り組む重点施策を盛込んだ「きさらづストップ温暖

化プラン（木更津市地球温暖化対策実行計画〔区域施策編〕）」を策定しました。と追記し、

続いて７ページの１段落目、２０２１年（令和３年）２月１０日には、国際的な課題である

「気候危機」に対して地域で責任をもって対策を講じ、２０５０年までに二酸化炭素排出量

の実質ゼロを目指すきさらづ「ゼロカーボンシティ宣言」を表明しました。と追記しました。 

 また、コラムとしてオーガニックなまちづくりの推進、お隣の８ページの世界気候エネル

ギー首長誓約を追記しました。 

10ページに移動します。 



10ページには、より本文を分かりやすくするために図２-１ 緩和策と適応策を追記いた

しました。 

11ページに移動します。 

11 ページには計画の位置付けをより分かりやすくするため、図２－２ 計画の位置付け

を追記いたしました。 

12ページに移動します。 

12ページの２－５ 計画の目標年度と期間について、まず、項目として（１）計画の基準

年度、目標年度、（２）計画の期間を作成いたしました。前回まで記載していた内容は（１）

に記載している事項で、計画期間は明示していなかったことから、事務局で追加が必要と判

断し、（２）計画の期間について全文追加をいたしました。 

15ページに移動します。 

３－１ 温室効果ガス排出量の現状について、現行計画でも表を記載していること、表が

あったほうが見やすい、妥当であると判断しましたので、１段落目本市の温室効果ガス排出

量は、「地球温暖化対策地方公共団体実行計画（区域施策編）」策定・実施マニュアル（（環

境省 大臣官房 環境計画課）２０２２年（令和４年）３月改定）に基づき算定しました。

温室効果ガスの算定に際しては、環境省の策定支援ツール（区域施策編）を併用し、最新の

実績値を２０１９年度（令和元年度）としました。と追記し、３段落目、部門別に見ると、

２０１９年度（令和元年度）における温室効果ガス排出量は、産業部門が４９.５％を占め、

次いで運輸部門が２１％、業務その他部門が１５.４％、家庭部門が１２.１％となっていま

す。という内容及び表３－１ 温室効果ガス排出量の経年変化を追記いたしました。 

17ページに移動します。 

 

 ここで、受託事業者が到着いたしましたので、これ以降について、事業者より説明いたし

ます。 

 なお、事業者より一部資料の差替えがあるということなので、配布を行います。 

 

【事業者】 

お世話になっております。日本環境工学設計事務所の稲村です。この度は、会議に遅れて

しまい、大変申し訳ございませんでした。お詫び申し上げます。 

ただいま、お配りしました差替え資料について、２４ページ、２５ページ、２６ページ、

２７ページ、６４ページの全部で３枚の差替え資料となっております。 

具体的な修正内容については、該当のページの説明の際に詳細内容を説明いたします。 

 



17ページに移動します。 

17 ページからの３－２ 各部門からの温室効果ガス排出量の記載について、17 ページの

産業部門、20 ページの運輸部門に部門ごとの温室効果ガス排出量の内訳の円グラフを追加

しました。 

23ページに移動します。 

23 ページの表４－１ 現状施策を維持した場合のケースの推計手法は、現行計画にも記

載があること、根拠として追加することが妥当であると事務局で判断したため追加しました。 

24ページに移動します。 

表４-２について、これまで、削減見込みの量の合計を 697.3としておりましたが。684.4

千 t-CO2へと修正いたしました。 

25ページに移動します。 

表４－３ 木更津市独自の施策による削減見込量について、前回の審議会にて、P48ペー

ジの内容と表記を合わせるべきではといったご意見をいただき、事務局でも訂正が必要と判

断したため、２項目目を太陽光発電の地域消費へと変更いたしました。 

26ページに移動します。 

⑤森林等吸収による相殺見込みについて、前回は森林吸収によるという表記で限定した記

載であったところ、審議会にて森林以外の内容も記載しているのではといったご意見をいた

だいたことから、事務局で修正が必要であると判断し、項目の表記を森林等へと変更してい

ます。 

30ページに移動します。 

30 ページの④カーボンニュートラルポートの再生可能エネルギー導入について、前回、

こちらの記載内容についてお示しできなかったため、全文新たに記載させていただきました。 

33ページに移動します。 

５－２ 施策体系について、基本方針４を、他計画と整合を図る必要があると事務局で判

断し、適切な廃棄物処理の実施からごみの減量・資源化の推進と変更し、その施策内容につ

いても、循環型経済（サーキュラーエコノミー）のまちづくりへ変更いたしました。 

34ページに移動します。 

34ページからの５－３ 基本施策について、この項目では、施策をより分かりやすく、な

じみ深く感じてもらうため、各施策の記載内容の後ろにコラムや図を追加しています。また、

施策名の後ろにＳＤＧｓのアイコンを追加しています。 

39ページに移動します。 

39 ページの④実現に向けた仕組みづくりについて、前回の審議会にて、本文の冒頭部分

が低炭素になっているとのご指摘をいただきました。こちらについては脱炭素なまちづくり



へと修正しております。 

44ページに移動します。 

44ページは、先ほど 33ページでの施策体系と同じく、他計画と整合を図るため、44ペー

ジ全体の本文及び具体的な取り組みを変更いたしました。 

45ページに移動します。 

②農地の整備・循環型農業の推進についての具体的な取り組みの内、下２つの項目を更に

具体的に記載すべきと事務局で判断したため、それぞれ、堆肥等の有機物やバイオ炭の施用

を増やすことで土壌炭素を増やすことで農地の温室効果ガス吸収能力の向上を図ります。と、

中干し期間の延長や秋耕や土壌診断の活用による適正施肥の推進等により温室効果ガスの

排出の削減を図ります。へ変更いたしました。 

48ページに移動します。 

48ページから 52ページの５－４ 木更津市独自施策について、本文の記載内容に変更は

ありませんが、視覚的によりわかりやすくするため、図やコラムの追加をいたしました。 

54ページに移動します。 

６－１ 地球温暖化による影響、（１）世界への影響について、本文の説明に合わせ、図

６－１ １９５０年から２１００年までの気温変化、図 ２１００ 年までの海面水位の変

化予測を追加いたしました。 

55ページに移動します。 

こちらの（２）日本への影響についても、図６－２ ２１００年末に予測される日本への

影響、図６－３ 日本における年平均気温の変化の分布を追加いたしました。 

64ページに移動します。 

64ページから 66ページは②気候変動により今後予測される変化の内、【日平均気温】、【降

水量】、【猛暑日日数】についての予測を掲載しています。前回では猛暑日日数の掲載のみか

つ、現状を示す基準年度の掲載がありませんでしたが、掲載する項目を増やすとともに、で

きるだけ変化がわかるよう、基準年度の状態を追加いたしました。 

67ページへ移動します。 

６－４ 分野ごとの適応策について、分野ごとの記載に入る前の前文として、気候変動に

よる影響は、様々な分野に多岐にわたります。そのため影響に対する適応策も分野ごと、ま

たは分野横断的に検討実施することが必要です。 

さらに、市民・事業者・行政の主体ごとに適応に対する役割を明確にした上で、連携を図

り適応策に取組むことが重要です。 

本計画の適応策では、「農業・林業・水産業」、「水環境・水資源」、「自然生態系」、「自然

災害・沿岸域」、「健康」、「国民生活・都市生活」の６つの部門における気候変動に伴い予想



される影響について整理し、それに対する適応策を推進していくこととします。の記載およ

び表６－２ 適応策における各主体の役割を追加いたしました。 

72ページに移動します。 

72ページから 77ページまでの第７章 重点施策、７－１ 重点緩和策、７－２ 重点適

応策について、計画をより分かりやすくするため、取り組み例などを紹介している図を追加

いたしました。 

80ページに移動します。 

８－２ 計画の進行管理、（１）進行管理について、報告手法の記載が必要と判断し、文

末に進捗については事務局が実績等を取りまとめ、推進会議へ報告・公表をします。の文言

を追加いたしました。 

（２）数値目標の達成状況の把握については、前回の審議会にて算定方法を明確にするべ

きとの指摘を受け、新たに項目を追加し、「地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実

施マニュアル（算定手法編）」に則り計算する旨を記載いたしました。 

82ページに移動します。 

１－２ 計画の位置付けについて、区域施策編と同様に、位置付けの図の追加を行いまし

た。 

85ページに移動します。 

２－１ 木更津市の取り組みについて、現行の計画にて記載があること、計画の前提とし

ての記載することが必要であると事務局で判断し、本文及び表２－１ 木更津市地球温暖化

対策実行計画の計画期間及び削減目標、表２－２ 第３次実行計画における市職員が行う措

置の目標について記載いたしました。 

88ページに移動します。 

２－３ 温室効果ガス排出割合について、89 ページにあります図２－３ 電気使用量及

び都市ガス使用量の推移についての説明が必要であると判断し、３段落目に 電気及び都市

ガス使用量は、２０１９年度（令和元年度）以降減少していますが、２０１９年（令和元年）

の水道事業の広域化に伴う施設の停止や、新型コロナウイルス感染症の流行による施設の休

業などが要因となっています。と記載を追加いたしました。 

93ページに移動します。 

３－２ 項目ごとの目標について、前回数値としてお示しできていなかった部分になりま

すので、表３－１ 各項目における温室効果ガス排出量等の目標を追加いたしました。 

97ページに移動します。 

第５章 分類別取り組みについて、前回は①教育施設（小中学校）に記載していた電力に

ついて、ＰＰＡ事業導入を避難所に限定しないものとするため、③管理施設へ移動し、ＰＰ



Ａ事業導入による電力の再生可能エネルギー化と修正いたしました。また、③管理施設へは

ＯＡ設備の分類を追加し、取り組みについても、パソコン、コピー機等のＯＡ機器、電気冷

蔵庫、ルームエアコン等の家電製品等の機器について、廃止又は買換えを計画的、重点的に

進め、買換えに当たっては、省エネルギー型のものを選択するよう努めます。と、こまめな

電源オフや機器の省エネルギーモード設定の適用等により、節電の徹底に努めます。を追加

いたしました。 

また、隣のページの⑤その他について、前回は別添 PDF参照としていた内容を、改めて精

査し、エコ通勤の実施、グリーンカーテンの設置、プラスチック製品の転換について追加い

たしました。 

100ページに移動します。 

第６章 計画の推進・評価及び公表、６－１ 推進体制について、前回の審議会で推進体

制図を入れたほうがよいとのご意見をいただき、図を追加させていただきました。 

103ページに移動します。今回、資料編を追加させていただきました。資料編に追加した

内容は、令和元年に環境に関する意向や要望等を把握するために実施したアンケート結果及

び 118 ページからの用語集となっています。資料編についてはこの後木更津市の基本情報

や、本計画の策定の経過、審議会の委員名簿などを追加させていただく予定となっておりま

す。 

私からの説明は以上となります。 

 

【会長】 

ただいまの説明に、何かご意見等はございますか。 

 

【手塚委員】 

内容に関する確認をする前に、本日配布されました、追加資料ですが、64ページというも

のが２枚あって、ご説明ではおそらく 64ページ以降 67ページまでを差し替えるものではな

いかと思いますが、その点を確認させてください。 

 

【事業者 稲村】 

66ページ以降は今回の差し替え予定ではないものとなります。 

 

【手塚委員】 

正しい差し替えページはどちらになりますか。 

 



【事業者 稲村】 

申し訳ありません、64ページと 65ページになります。 

 

【手塚委員】 

65 ページの差し替え資料というのは後日正しいものをいただけるということでよろしい

でしょうか。これは事務局に伺ったほうがよろしいでしょうか。 

 

【事務局】 

事務局より回答いたします。修正した後に、委員の皆さんに送付させていただきたいと思

います。 

内容につきましてはこれまで、64ページ 65ページには数字が入っており、64ページでは

これまで５度刻みの表示となっており、こちら１度刻みで違いが分かる形に変えます。 

データは国が示しているものを使っており、65ページの降水量につきましても、900㎜か

ら 300㎜ずつの色分けになっておりますが、実際には千葉では 2400から 2700までしか数値

がございませんので、範囲をそこまでとして違いが分かるようにしたいと考えております。 

 

【手塚委員】 

ありがとうございます。内容の指摘についてはまた後程挙手させていただきます。 

 

【会長】 

他に、ご意見はございますか。 

 

【冨沢委員】 

差し替えとのことで伺いましたが、24 ページ 25 ページの表の 4-2、表の 4-4 で合計数字

が表の 4-2が 684.4に変わったということは理解しました。しかし、本文では削減見込量が

前の資料のままとなっておりますが、よろしいのでしょうか。25 ページも、表の 4-4 の数

字が変わっておりますが、このままでよろしいのでしょうか。 

 

【事業者 稲村】 

申し訳ございません。そちらも変更間違えでございます。 

 

【会長】 

他に、ご意見はございますか。 



 

【渡辺委員】 

内容のことではないのですが、102ページが白紙となっておりますが、何か変更する予定

などございますか。 

 

【事務局】 

事務局より回答いたします。白紙の部分には、木更津市に関する写真を入れ、最終的には

ページが埋まる形となります。また、読みやすいように、章が冊子の右側となるよう、各写

真のページを入れ込み、製本していきたいと考えております。 

 

【会長】 

他に、ご意見はございますか。 

 

【手塚委員】 

改めまして内容について質問いたします。まず６ページ、木更津市の取り組みのところ、

６ページにおける最終段落で 2020 年３月には、きさらづストップ温暖化プランを策定いた

しました。という記述が、前回から追記されているということだと思いますが、今回の審議

会で示されている素案はこの計画の改定という認識を持っております。それに付随した改定

の意義を記述されていないように見受けられますが、この点はいかがでしょうか。 

加えまして、前回、2020 年に策定された計画の改定であるということは今業者のご説明

でもあったように、いくつか変更点があるということになりますので、改定による変更点は

どういったところなのかということが読み手に伝わるような工夫が本来必要ではないかと

いうことのお考えを伺いたいと思います。そのことに関連いたしまして、配布されている資

料では、あくまで木更津市地球温暖化対策実行計画となっております。これは温対法での正

式な名前ですのでかまわないのですが、木更津市にはきさらづストップ温暖化プランという

愛称が前回の計画であると思いますがこの愛称については改定でも継続される予定なのか

どうか、さしあたりその点お伺いできればと思います。よろしくお願いいたします。 

 

【事務局】 

事務局より回答いたします。本計画では、きさらづストップ温暖化プランの改定という認

識であるということについてはおっしゃる通りであり、そちらも含めております。 

一方で、今回の計画書については、木更津市全体を対象とした区域施策編と、木更津市役

所を対象とした事務事業編を新たに策定しております。 



きさらづストップ温暖化プランの区域施策編、第３次木更津市地球温暖化対策実行計画の

事務事業編は別々であったものです。今回は、この２編をまとめて一つの計画書とさせてい

ただき、改定かつ策定と二つの意味合いが混在しております。 

続きまして、読み手に伝わりやすいように追記をしていく部分に関しましては、おっしゃ

る通りです。本計画を策定し、市民の方に公表するにあたって、特に市民の方はホームペー

ジの方を見られると思いますので、ホームページ等にて、変化した部分がわかりやすいよう

な資料を作成して公表をしていきたいと考えております。 

最後に愛称についてですが、こちらはまだ決まっておりません。先ほど申し上げたとおり、

今回の計画書は区域施策編と事務事業編が合わさっているものであるため、成り立ちも合わ

せて、再度判断し、名称を定めていきたいと存じます。 

 

【手塚委員】 

ありがとうございます。各計画の区域施策編と事務事業編の違いは承知しております。そ

れを踏まえてなんですけれども、今おっしゃったような改定かつ今回はそれをひとまとめに

した対応があったというところが大きいと思いますが、ひとまとめにして実行計画というこ

とにしたのであれば、まさにそのことを本文の改定の趣旨の一部として記述を盛り込むべき

だという風に考えております。ご検討いただければと思います。 

また、再度で恐縮ですが今業者からご説明があった、各項目について、追記をしていると

いう部分があると伺いましたが、これは初回に配られた資料では内容を省略されていた部分

の内容に対し、記述を充実させて示したものと、それから元々なかったものを追加で意見を

反映させたものがあると思いますので、これは追記しましたというひとまとめに説明するの

ではなくて、それらの区別を含めてご説明いただくよう今後対応していただければと思いま

す。よろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

 

【会長】 

他に、ご意見はございますか。 

 

【荒井委員】 

資料 45 ページですが、基本方針５②農地の整備・循環型農業の推進、中干し期間の延長

などによる水田からのメタンの削減や施肥の適正化による一酸化二窒素の削減ということ

ですが、この中干し期間というのは水稲の栽培の中でも重要なサインとなりますが、これは

闇雲に伸ばすというものではなく、決められた期間干すというものになります。 

この表現は好ましくないのではないか、ということと、施肥の適正による一酸化二窒素削



減と書いてありまが、施肥の適正化というのはどういうことだと理解できないのでご説明を

お願いします。よろしくお願いします。 

 

【事務局】 

ご意見ありがとうございます。中干し期間の延長についてですが、国の参考資料を基に記

載させていただいているところですが、いただいた意見をもとに、再度調査を行い検討して

いきたいと思います。施肥についてですが、こちらは今後様々な脱炭素の取り組みが検討さ

れているところでございます。その中検討の中で施肥について記載がございます。 

 

【荒井委員】 

一酸化二窒素が発生してしまう不適切な施肥というのがどのような施肥でしょうか。 

 

【事務局】 

一酸化二窒素が発生してしまう不適切な施肥ということですけれども、この場で、直ぐに

資料をお示しし、お答えできないため、確認したうえで記載を検討したいと思います。 

 

【会長】 

他に、ご意見はございますか。 

 

【井上委員】 

事務局から説明があった内容で、３件パブリックコメントの意見があったとのことですが、

どのような意見があったのでしょうか。 

 

【事務局】 

事務局から回答いたします。まず、一件目の意見についてなんですけれども、主に文字の

修正に関するご意見、意向へのご意見などがございます。誤字脱字についてはその通り修正

しております。意向へのご意見等は除き、計画書に落とし込む際に検討した部分だけご報告

したいと思います。 

まず、58ページの部分、表の丸や三角、菱形の色が統一されていないという意見がありま

した。パブリックコメントの資料では、枠外の記号が白抜きされていて、表の中が黒で表示

されていました。こちらの修正を行っております。 

続いて、意見があったものの反映しなかった部分について、事務事業編の 92 ページ、総

排出量の本文ですが、水道事業分削減していますが、新火葬場が昨年 12 月から稼働してい



ますが、そちらは考慮しないのかというご意見をいただいたのですが、基準年度でもこれま

での既存の火葬場稼働していましたので、新火葬場も織り込み済みという回答をさせていた

だいた次第です。こちらが一件目の意見です。 

続きまして、二件目ですが 

 

【井上委員】 

時間がかかるようでしたら、何か資料にまとめていると思いますのでいただければと思い

ます。 

 

【事務局】 

かしこまりました、後日送付させていただきます。 

 

【会長】 

他に、ご意見はございますか。 

 

【吉田委員】 

88ページ 89ページですが、88ページにある棒グラフがありますが、こちらの説明では都

市ガス等の燃料と書いてあると思いますが、その次の 89 ページのグラフは都市ガスになっ

ているのですが、これは燃料の使用に相当するのではないかと想像しますが、これはガソリ

ンなど他の燃料が含まれているのでしょうか、いかがでしょうか。 

 

【事務局】 

こちらについてですが、都市ガス使用量の推移について、こちらはその他の燃料は含まれ

ておらず、都市ガスのみを記載しています。 

 

【委員】 

前の棒グラフは都市ガスだけですか。 

 

【事務局】 

前の棒グラフの部分の燃料等については、都市ガス、石油、ガソリンといったものがすべ

て含まれたものです。 

 

【委員】 



その辺の説明がもうちょっと丁寧にされた方がいいかなと思ったのですが、いかがでしょ

うか。 

 

【事務局】 

承知いたしました。記載の方法について、修正させていただきたいと思います。 

 

【会長】 

よろしいでしょうか。ご質問やご意見も出尽くしたようで、計画書の案について、これで

承認を得たいと思います。先ほど委員の皆様から頂戴した意見については、後日事務局の方

で反映し、最終的に私と事務局の方で確認の上、公表とさせていただきたいと思いますが皆

様よろしいでしょうか。 

 

【委員】 

異議なし 

 

【会長】 

皆様ありがとうございます。ただいま異議なしとの声がありましたので、そのように取り

図りたいと思います。これで本日の議題は全て終了したことになります。その他については

よろしいですか。なければ意見も全て出尽くしたようですので、令和４年度第３回木更津市

環境審議会を終了いたします。 

これで計画については完了したということになりますが、今後計画の周知等行っていくこ

とになるかと思います。 

それでは、長時間にわたりましてありがとうございました。 

また、円滑な進行にご協力いただき、ありがとうございました。 

この後の進行を事務局へお返しします。 

 

【事務局】 

神田会長、ありがとうございました。 

以上をもちまして、令和４年度第３回木更津市環境審議会を閉会いたします。 

また、会議の冒頭、皆様大変お忙しい中お待たせすることとなってしまい申し訳ありませ

んでした。今後このようなことが無いよう、運営を注意してまいりたいと思います。次の機

会も皆様ご参加いただければと思います。皆さまどうもありがとうございました。 


